
菅
原
道
真
研
究

―

『
菅
家
後
集
』
全
注
釈

（十

一
）
―

焼

山

廣

志

一

前

回

（1
）
に
引

き
続

い
て
、
本

稿

で
は

以
下

の

『
菅

家

後
集

』

の
作

品

の
全

注

釈

を
試

み
た

い
。

今

回

は

調
査

・
考

察

を

済

ま

せ

た

『
菅

家

後

集
』

「
510
問
秋

月
」

「
511
代

月
答

」

の
二
首
を

取

り
挙
げ

て
み

る
。

注
釈
を

進

め
る
上

で
の

「
凡
例
」

は
前
稿

（2）
の
そ

れ
に

倣
う
。

二

国ホ

珈

問
秋
月

・
度
春
度
夏
只
今
秋

●
○
●
●
●
○
◎

・
如
鏡
如
環
本
是
鈎

○
●
○
○
●
●
◎

・
爲
問
未
曽
失
終
始

*
・
被
浮
雲
掩
向
西
流

●
●
●
○
●
○
◎

●
○
○
●
●
○
◎

*
脚
韻

は
下
平
声

「尤
韻

」

韻
字

は

「秋

・
鈎

・
流
」

で
あ
る
。

国
○

題
字

下

注

「
七
言

」

…

（大

島

）

（
松
平

）

（尊

四
）

▼
頭

注

「無

七
言

二
字

」

…

（大
島

）

○
失

…
告

（●
）

（内

一
）

（静

嘉

）

（影

考

）

（尊

一

・
底

本

）

（尊

二
）

（尊

三
）

▼
頭

注

「
失
作

告
」

（大

島
）

○
被

浮
雲

掩

…
被

掩
浮

雲

（●

●
○

○

）

（尊

四
）

▼
頭

注

「
被
浮

雲
掩

作
被

掩

浮
雲

」

（大
島

）

團
わ

た

わ
た

た
た
い
ま

・
春
を
度
り
夏
を
度
り
て

只
今
は
秋

た
ま
き

も
と

つ
り
ば
り

・
鏡

の
ご
と

く

環

の
ご

と

く
に

し

て

本

は
是

れ
鈎

な

り
。
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・
為

に
問

ふ

未
だ
曽

て

終
始

を

失
は
ざ

る

に

・
浮

雲

に
掩

は
れ

て

西

に
向

か

ひ
て
流

る
る

を
。

禁
中
清
景
、
遇
題
是
詩
」
に

「麹
川
高
懸
空
碧
外
、
仙
郎
静
翫

禁
聞
間
」
の
句
が
見
え
る
。

国
・
月
よ
、

お
前

は
、
春

を

過
ご

し
、

夏
を
過

ご

し
今

し
が

た
秋

を
迎

え

て

い
る

の
だ
な
。

・
そ

の
お
前

の
姿

は

（時

に
満

月
を

迎
え
）

鏡

の
よ

う

で
も
あ

り
、

壁

の

う

で
わ

の
よ

う

に
見
え

る
が

も
と

は
釣
針

の
よ
う

に
三

日
月

形

の
細
く

曲

が

っ
て
い
た
事

も
あ

っ
た

よ
な
。

・
と

こ
ろ

で
、

お
前

に
聞

き
た

い
の
だ
が
、

い
ま
ま

で
終
始

一
貫

し

て
、

一
度

も
そ

の
運
行

の
狂

い
を

見
せ

た

こ
と

が
な

い
は
ず

な

の
に

・
（今
、

ど
う

し

て
）
浮

き

雲

に
光

を
さ

え

ぎ

ら

れ
、

西

に
流

さ

れ

て
行

こ
う

と
し

て

い
る

の
か

い
。

国
○

秋
月

…
秋

の
月
、

「江
掩

、
別

賦
」

に

「
至
乃

秋
露

如
珠

、
秋

月
如

珪

、

明

月
白
露
光

陰

往
来

」
の
句
が
、

「陶

潜

、
四
時
詩

」
に

は

「春

水
満

四
澤
、

夏

雪
多

奇

峯
、

秋

月
揚

明

輝

、
冬

嶺

秀

孤
松

。
」

の
句

が
、

「雰
参

、

巴
南
舟

中
夜
市

詩

」

に
は
、

「孤

舟
萬

峯
外

、

秋

月
不
堪

論
」

の
句

が
、

見
え

る
。

「
杜
甫

、

十
七
夜

封

月
詩

」

に
は

「秋

月
傍

圓
夜

、

江
村
濁
老

身

」

の
句
が

、

又

「
元
?
、

夜

閑
詩

」
に

は

「
風
簾

半
鈎
落

、
秋
月

満
床

明
」

の
句

が
、

「白

居

易
、

八
月
十

五

日
夜

聞
崔
大

員
外
翰

林

濁
直

封
酒

翫

月
因
懐

【
参

考

】
『
日
本
漢

詩
人

選
集

1

菅

原
道
真

』

の
中

で
小
島

憲

之

・
山

本
登
朗

氏

は

こ

の
道
真

の

「
枷
問

秋
月

」

の
詩
題

に

つ

い
て
】

次

の
よ
う

に
言

及
さ

れ

て

い
る
。（

一
七

一
～

一
七

二
頁
）

秋

の
月
を

擬
人

化

し
、

そ

れ

に
問

い
掛

け
た

作
。

次

の

「代

月
答

」

と

二
首

で

一
対

の
問

答

の
形

を
な

す
。
自

然

の
景

物
を

擬

人

化

し

て

そ

れ

に
問

い
か

け

る

形

を

取

っ
た

作

と

し

て

は

「白

詩

」

に

「
山
中

間

月

」

（
0

9
8

0
）

「問

秋

光

」

（
2

2

7

8
）

な

ど

類

似

の
例

が

あ

る

が
、
さ

ら

に

「自

詩

」

に

は

「代

春

贈
」

（
0
9

1
5
）

と

「答

春

」

（
0
9

1
6
）

「
問
鶴

」

（
3

1

5

7
）
と

「代

鶴

答

」

（
3

1

5

8
）
等

、

二

首

一
対

の
問

答

の
例

も
見

え

る
。

本

詩

は
そ

れ
ら

に
な

ら

っ
て
作

ら

れ

た
も

の
。

な

お
、
道

具

は
自
然

の
景
物

を

対
象

に

し

て
は

い
な

い
が

、

同

じ
よ
う

に

「
白
詩

」

に
な

ら

っ
て
問

答

の
形
を

と

つ

た

作

（問

蘭

筍
翁

）

「代

翁

答

之
」

「重

問

」

「
重
答

」

を

以
前

に
も

作

っ
て

い
る
。

○
度

…
…

わ

た

る
。

わ

た
す

。

「
渡
」

に

通

じ

る
。

『
漢

語

大

詞
典

』

に

は

「

通

〈渡
〉
。

過

江
湖
。

用

千

空
間
或

時

間
。
」
と

説
明

し
、
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「
王
之
換

・
涼

州
詞

之

=

の

「美

笛
何

須
怨

楊
柳

、
春

風

不

度

玉
門
関
」

の
例
を

挙
げ

る
。

○

只
今

…
た
だ

い
ま
。

現

在
。

『
漢

語
大

詩

集

』

に

は

「如

今

、
現

在

」

と

説
明

し
、

「李

白

・
蘇

台
覧

古

」

の

「
只
今

椎
有

西

江
月

、

曽
照

呉

王
宮

裏

人
」

の
例

を
引

く
。

同

じ
く

「李
白

・
越

中

覧

古
」

に

「宮

女

如
花

満
春
、

只
今

惟

有
鵬

鵡

飛
」

の
句

が

見
え

る
。

「杜

甫

・
醇

歌

行
」

に
も

「
只
今

年

綾

十

六

七
、

射

策

君

門
期

第

=

の
句
が

見
え

る
。

同

じ
く

「杜
甫

・
楽

遊

園
歌

」

に

「
只
今

未
酔

巳
失

悲

・
数

董

白
髪

那
拗

得
」

の
句

が

あ

る
。

『
田
氏
家
集

』

「
春

日
假
景

訪

同
門
友

人
」

に

「
只
今

鄭

重
來

相

訪
、

爲
是

同
門

契

断
金
」

の
句

が
、

又

「台

山
絶

頂
」

に

「稠

恨
貴

人
無

到

日
、

只
今

猶

合

傲

王
侯

」

の
句

が

見

え

る
。
『
菅

家

文
章

』

「
麗
驚

冬

」

に

「送

冬

如

昨

只
今

蹄

、
鷹

道

炎

涼

傳

翼

飛
」

の
句
を

、

又

「
謝
春

日
感
故

右

丞
相

旧
宅

」

に

「
只
今

暮

宿
篇

間
鳥

」

の
句
を

見
出

せ

る
。

○
環

…

…
た
ま
き

。
瑞

玉

の
名
。

円
形

で
中

に

円
孔

あ
り
。

孔

の
半

径

と

辺

の
幅

と

の
等

し

い
も

の
。

円
く

て
窮

り
無

い

の
意
。

又
帰

る

の
意

に
象

る
。

満

月

の
形
を

「環

」

に
た

と
え

る
。

『
漢

語
大

詩

典
』

に

は

「壁

的

一
神
、

圓

圏

形
的

玉
器

」

と
説

明
す

る
。

○
爲

問

…

問

う
。

質

問
す

る
。
『
目
本

漢

詩

人
選

集

-

菅

原
道

真

』

に

は

「問

う
、

尋

ね

る

の
意

。

「
白
詩

」

に
多

く

見
ら

れ

る

俗
語

的

表

現
」

と

の
説

明

が
あ

る
。

（
一
七

三

頁

）

「
杜
甫

・
述

古

三

首
之

一
」

に

「悲
鳴

涙

至
地
、

劉

闘
駅

者
誰

」

の
句

が
、

又

「
杜
甫

・
因
崔

五
侍
御

寄
高

彰
州

」

に

「矧

問
彰

州
牧
、

何
時

救

急
難

」
の
句

が
見

え
る
。

「白

居
易
。

賦

得
聴

邊

鴻
」
に

「爲

闘

昭
君

月

下
聴
、

何

如
蘇

武
雪

中
聞

」

の
句

が
、

又

「寄

李
蘇

兼

示
楊

環

」

に

「爲

問
蘇
墓

酒

席
中

、
使

君

歌
笑

與
誰

同
」

の

句

が

見

え

る
。

又
類

似

の
詩

題

を

持

つ

「白

居

易

・
山

中

間

月
」

に
も

「爲

問
長

安

月
、
誰

教

不
相

離
」

の
句

が

見
え

る
。

畢

園
囲
國

参
照

○
失

終

始

…
始

め
か

ら
終

わ

り
ま

で

一
貫

し

て
変

ら
な

い
事

を
失

し

て
し

ま

う

こ
と
。

変
節

し

て
し
ま

う

こ
と

。
「終

始

」
は
、
「始

め
か

ら

終
わ

り

ま

で
」

と

か

「始

め

か
ら

終

わ
り

ま

で

一
貫

し

て

い
る

こ
と

」

の
意
。
『
漢

語
大

詞
典

』

で
は

「自

始

至
終
、

一

直

」
と

説
明

し
、
更

に

〔終
始

不
楡

〕
の
項

で

は

「自
始

至
終

、

一
直

不
変

」
と

の
言

及
が

、
又

〔終

始
若

こ

の
項

で
は

「自

始

至

終

都

不

改

変
」
の
言

及

が

あ

る
。

先

述

の

嘱
圏
團
圃

の
所

で
触

れ

て

い
る
が
、

底
本

と

し

て

い
る

「尊

経

閣
所
蔵

本

（
甲
）
」

を
始

め
、

写

本

の

い
く

つ
か

は

「失

」
を

「告

」

と

し

て

い

る
。

「告

」

に

は

「
つ
げ

る
。

つ
ぐ

の
訓

で
、
表

明

す

る
、

示
す

」

の
意

が

あ

る
。

例
え

ば

『
筍

子
』

「
礼
論

」
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に

「輿

蔵

而

馬
友

、
告

不

用
也

」

の
例

が

見

え

る
。

（車

を

埋
葬

し
て
馬

を
も

ど
す

の
は
、

軍
備

と

し

て
使

わ
な

い
事
を

示

す

の
で
あ

る
。
）

（『
漢

字

海

』

「
告
」

の
説

明

文
引

用

）
。

と

す

れ
ば

、

「告

終

始
」

は

「
始

め

か
ら

終

わ

り

ま

で

一
貫

し

て
変

ら
な

い

こ
と

を
示
す

」

の
意

と
な

り
、

そ

の
上

の
二

文
字

「未

曽
」

が

「今

ま

で

一
度

も

～
な

い
」

の
意

だ

か
ら

、

「今

ま

で

一
度

も
、
始

め

か
ら
終

わ

り
ま

で

一
貫

し

て
変

ら

な

い

こ
と

を
示

し
た

こ
と

は
な

か

っ
た
」

と

の
解

釈

と
な

り

文
意

が

通
じ
な

い
。
故

に

こ

こ
で
は
底

本
等

の

「告

」

を
取

ら
な

い
。

○

浮

雲

…

…
う

き
ぐ

も
。

『
漢

詩
大

詞
典

』

に

は

「θ

瓢
動

的

雲
」

と

説

明

し
、
『
楚

辞
』

「九
緋

」

の

「塊

濁
守

此
無

澤

分
、

仰
浮

雲

而
永
歎

」
の
例

を
引
く
。

一
方

、
『
大
漢

和
辞

典

』
に
は

「㊥

小

人

の
喩
」

と

の
説

明

が
あ

り
、

「
李
白

・
登
金

陵

鳳

鳳

台

詩
」

の

「総

爲
浮

雲
能
蔽

日
、

長

安

不
見
使

人
愁

」

の
用

例

を

引
く
。

『
漢

語

大

詞
典
』

で
も

【浮

雲

蔽

日

】

の
項

で
次

の
よ

う
に
説

明
す

る
。

『
語
本
』

「文

子

・
上
徳

」

日
月

欲
明

、
浮

雲
蓋

之
、

后

喩
、

倭

妊
之
徒

、
蔽

君
之

明
。

つ
ま

り

「浮

雲
」
と

は
、

「俵

好

の
徒

（
へ
つ
ら

い
邪

な
輩

）
」

の
喩
え

で
あ

り
、

君

子
に
邪

な
考

え
を

吹
き

込

も
う

と
す

る

輩

の

こ
と
だ

と

説
明
す

る
。
傾

聴

す

べ
き
説

明

で
あ

る
。
道

真

の
詩

句

で

の
使

わ

れ
方

も
、

こ
の
意
が

込

め
ら

れ

て

い
る

と

考
え

た

い
。

単

な

る

「空

に

浮

か
ぶ

小
雲
」

の
描

出
だ

け

で
は

な

い
。

○
西
流

…

…
西

に
流

れ

る

こ
と
。

西
方

の
大

宰
府

に
左

遷
さ

せ

ら
れ

て

い

る
道

真

の
現
況

を
暗

示

し

て
い
る
。

團
◎

「枷
問
秋
月
」
に
投
影
の
指
摘
で
き
る

『
白
氏
文
集
』

團
国
閑
圏

「為
問
」
の
所
で
言
及
し
た
が
、
こ
の
道
具
の
詩
に
は
発
想
、

措
辞
の
点
で
次
に
挙
げ
る

『白
氏
文
集
』
中
の
詩
に
類
似
点
を
多
く
指
摘

す
る
こ
と
が
出
来
る
。

蜘

山

中
間

月0

―

山
中

月
に
問
ふ

た
め

と

ち
や
う
あ
ん

つ
き

爲

問

長

安

月誰教レ不二相灘昔随二飛レ蓋塵今照二入レ山時借助秋懐噴留連夜臥遅如レ隔二蕾郷画

爲
に

問
ふ

長
安
の

月、

た
れ

あ
ひ
は
な

誰
か
相
離
れ
ざ
ら
し
む。

む
か
し

が
い

と

と
こ
ろ

した

が

昔
は
蓋
を
飛
ば
す
庭
に
随
ひ、

いま

や
ま

い

と
き

て
ら

今
は
山
に
入
る
時
を
照
ら
す。

し
や
くじ

よ

しう

く
わ
い
む
な

借

助
し
て

秋

懐暖

し

く、

り
う
れん

や

ぐ
わ
お
そ

留
連
し
て

夜
臥遅

し。

き
う
きゃ

う
こ
く

か
へ

ご
と

薔
郷
國
に
蹄
る
が
如
く、
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似レ
繋二
好

親

知司松下行爲レ伴難頭坐有レ期千巖將二萬墾無三庭不二相障

か
う
し
ん

ち

た
い

に

好
親
知
に
封
す
る
に
似
た
り。

し
よう

か

ゆ

は
ん

な

松

下

行
く

ゆ
く

俘
を

爲
し、

け
い
と
う

ざ

き

あ

難
頭

坐

し
て

期

有
り
。

せ
ん
が
ん

ば
ん
が
く

千

巖
と

萬
墾
と、

と
こ
ろ

あ
い
し
たが

な

庭
と
し
て
相
随
は
ざ
る
は
無
し

（
傍線

筆
者）

國長安
で
も
な

じ

み
だ

っ
た
月

に
問
う

が
、

一
体

誰

が

お
前

に
、
私

の
そ

ば
を

離
れ

さ
せ

な

い
よ
う

に

し
た

の
だ

い
。

昔

は
お
前

は
私

の
車

の
行

く

処

に
随

っ
て

つ
い
て
来
た

が
、

今
も
盧

山

に
隠
棲

す

る
私

を
照

ら

し

て

い

る
。

お
前

の
お
か
げ

で
私

の
憂

愁

は
い
よ

い
よ
大

き

く
な

り
、

お
前

が

ぐ

ず

ぐ
ず

し

て
い
る

の

で
夜

も
な

か
な

か
横

に
な

れ
な

い
。

お
前

を

見

て

い

る
と
、

私

は
昔

の
故
郷

に
戻

っ
た

よ
う

で
あ
り
、

仲

の
よ

い
旧
友

に
相

対

し

て
い
る

よ
う
な

気
が

す

る
。

松

の
下
を

散
歩

す

れ
ば

私

の
道

つ

れ
と

な

り
、
谷

の
ほ
と

り
に
坐

れ
ば

、
約
束

し

て

い
た
よ
う

に
出

て
来

る
。
松

が

多

く

の
山

や
谷

を
蹟
歩

し

て
も
、

つ
い
て
来

て
く

れ
な

い
処
と

て
な

い
。

実

に
切

っ
て
も

切
れ

な

い
友

で
あ

る
。

（『
新

釈
漢

文
大

系
～

白

氏

文
集

三
～

』

捌
～

棚
頁

）

元
和
十

二
年

（八

一
七

）
白

居
易
、

四
十

六
歳

。

江
州

司
馬

時
代

の
作

品

と
言

わ

れ

る
。
前

述

し

た
よ

う

に

「
問
秋

月

」

と

い
う

詩

題
、

一
句

目

の

「爲

に
問

ふ
、

長
安

の
月

、
誰

か
相

離

れ
ざ

ら

し
む

」

の
表
現

に
類

似
点

は
指

摘
出

来

る
も

の

の
、
詩

情

は
道

真

の
句

と

は
大

き
く

か
け

離

れ

て

い
る
。

つ
ま

り
、
白

詩

か
ら

の
措

辞

の
投
影

に
と

ど
ま

る
作

品
と

い
え

る
。

*

三

団

代
月
答率

掌

ホ

・

莫
稜
桂
香
半
且
園

○
●
●
○
●
●
◎

・

三
千
世
界一

周
天

○
○
●
●
●
○
◎ヒ・天廻玄鑑雲將霧○○○●○○●

・

唯
是
西
行
不
左
遷

●
●
○
○
●
●
◎

*
脚
韻

は
下
平
声

「先
」
韻
。

韻
字
は

「圓

・
天

・
遷
」
で
あ

る
。

国
○
題
字

下
中

「
七

言
」

…

（内

一
）

（松

平
）

（尊

四
）

（太

二
）

（大

島
）

▼
頭
注

「無

七

言

二
中
」

…

（大

島
）

○

香

（○
）

…
芳

（
○
）

（内

一
）

（松

平
）

（尊

一
）

（尊

二
）

（尊

三

）

（尊

四
）

▼
頭
注

「香

作
芳

」

（大
島

）

○
半

（
●
）

…
平

（○

）

（尊

一
）
右

に

「イ

半
」

と
傍

注
す

る
。
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○
且

め
い

○
廻

（●

）

.
▼
頭

注

「
且
作

具
」

（大
島
）

（
○
）

・
▼
頭

注

「
廻
作

廻
」

（大
島
）

團ひ
ら

か
ほ

な
か

ま
さ

ま
ど
か

・
莫
獲
き

柱
香
り
て
半
ば

且
に
圓
な
ら
ん
と
す

・
三
千
世
界

天
を

一
周
す

・
天

玄
鑑
を
懇
ら
し
て

雲
羅
に
簿
れ
ん
と
す

た
だ

・
唯
是
れ
西
に
行
く
の
み

左
遷
に
あ
ら
ず

国
月

に
代

わ

っ
て
答
え

た
詩

・
私

の
月

の
世

界

で
は
莫
英

が

一
爽
ず

つ
生
え

始

め
、
桂

樹

芳

し

い
香

り

を

漂
わ

せ

る
よ
う

に
な

り
、
漸

く
半

月
を
迎

え
、

今

ま
さ

に
満

月

に
な

ろ
う
と

し

て
い

る
。

・
私

は

こ

の
三

千
世
界

、

天
を

一
巡

り
し
よ
う

と

し

て

い
る

の
だ

。

・
天
は
鏡

の
よ

う
に
優

れ

た
見
識

を

駆
使

し

た
結

果
、

私
を

お

お

っ
て

い

た

雲
は

今
ま
さ

に
消

え
去

ろ
う

と

し
て

い
る

・
私

は
た

だ
西

に
向

か
お
う

と

し

て
い
る

の
で
あ

っ
て
、
左

遷
さ

れ

て
そ

う

し

て

い
る
の

で
は
な

い

の
だ

。

國
○
糞

黄

…
瑞
草

の
名
。

尭

の
時
、

生
え

た
と

い
う
。

月

の

一
日

か
ら

十
五

日
ま

で

日
毎

に

一
爽

つ

つ
生

え
十

六

日
か
ら

晦

日
ま

で
毎

日

一

黄
ず

つ
落

ち
始

め

た

の
で
、

こ
れ

に
依

っ
て
暦

を
作

っ
た
と

い

う
。

こ
よ

み

ぐ

さ
。

暦

葵
。

『
玉
篇

』

に

「糞
、

莫

葵

也
、

暦

得
二
其

分
度

一、

則
莫

爽
生

二
於

階

一、

月

一
日

一
爽

生
十

六

日

一

茨
落

」

と

あ

る
。

『
漢

語
大

詞

典
』

に

は

「古

代
傳

説

中

的

一

稗
瑞

草
、

毎

月
從
初

一
至
十

五
、.
毎

月
結

一
黄
、

從
十

六

至
月

終
、

毎

月
落

一
英
。

所

以
從
爽

数

多
少

、

可
以
知
道

是

何

日
、

一
名

歴
英

」

と
説

明
す

る
。

畢

蘭
囮
―剛
圏

参

照
。

『
田
氏
家

集

』

「
68
翫

片

月
」

に

「莫

生

七
葵

未

盈

旬
、

雪
際

分

明

出

半

輪

」

の
句

が
見

え

る
。

○

桂

香

…
桂

樹

の
香
。

「庚

信

・
山

中

詩
」

に

「澗

暗
泉

偏

冷

、
巌

深
桂

絶

香

」

の
句

が

見

え

る
。

『
漢

語

大

詞
典

』

で

は

「⑦

傳

説

月

中

有

樹

日
桂
、

因

以
桂

代

指

月

亮

」

と
説

明

し
、

「元

穫
、

賦

得

数
莫

詩

」

の

「桂

満
叢

初
合

、

蜷
囑

影
漸

零
」

の
句

を
引

く
。

類
語
に

「桂
草
」
が
あ
る
。
こ
の
語
の
用
例
と
し
て
は

『菅
家

文
章
』
「
鋤
月
夜
翫
櫻
花
、
各
分

一
字
、
慮
令

一
首
」
に

「芳

氣
近
從
階
下
起
、
莫
言
天
上
桂
草
開
」

の
句
が
見
え
、
又

『菅

家
後
集
』
「鯉
叙
意

一
百
韻
」
に

「
一
逢
蘭
氣
敗
、
九
見
樹
醐

圓
」
の
句
が
見
え
る
。

畢

剛
国
閣
圏

参
照

〇
三
千
世
界
…
㈹
小
千
世
界
、
中
千
世
界

・
大
千
世
界
の
称
。
須
弥
山
の

周
囲
に
七
山
八
海
が
あ
り
、
そ
の
外
を
大
鉄
團
山
が
囲
ん

で
い
る
の
を

一
小
世
界
と
し
、
小
世
界

一
千
を
小
千
世
界
、
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小
千
世
界

一
千
を
中
千
世
界
、
中
千
世
界

一
千
を
大
千
世

界
と
す
る
。
三
千
大
千
世
界
の
略
。
『
釈
氏
要
覧
』
に

「此

山

（須
弥
山
）
有
八
山
遙
外
、
有
大
鉄
園
山
、
周
廻
團
続
、

井

一
日
月
昼
夜
回
転
、
照
四
天
下
、
名

一
國
土
積

一
千
国
、

各
千
小
世
界
、
積
千
箇
小
界
、
名
中
千
世
界
、
積

一
千
中

世
界
、
名
大
千
世
界
、
以
三
積
千
、
故
名
三
千
大
千
世
界
」

の
記
事
が
見
え
る
。
『漢
語
大
詞
典
』
で
は

「三
千
大
千

世
界
的
省
称
」
と
の
説
明
が
あ
り
、
「三
千
大
千
世
界
」

の
項
に
は

「仏
教
名
詞
、
簡
称

"大
千
世
界
"。
以
須
弥

山
爲
中
心
七
山
八
海
交
続
之
、
更
以
鉄
團
山
爲
外
郭
、
是

謂

一
小
世
界
、
合

一
千
個
小
世
界
爲
小
千
世
界
、
合

一
千

個
小
世
界
爲
中
千
世
界
、
合

一
千
個
中
世
界
爲
大
千
世
界
、

総
称
爲
三
千
大
千
世
界
」
と
説
明
す
る
。
「劉
萬
錫
、
福

千
寺
雪
中
酬
別
樂
天
」
に

「
二
人
笙
歌
雪
幕
下
、
三
千
世

界
雪
花
中
」
の
句
を
引
く
。
『白
氏
文
集
』
「鋤
春
日
題
乾

元
寺
上
方
最
高
峰
亭
」
に
も

「危
亭
絶
頂
四
無
郷
、
見
盛

三
千
世
界
春
」
の
句
が
見
え
る
。

『
田
氏
家
集
』
に
は

「53
春
日
雄
山
寺
上
方
遠
望
」
詩
に

「今
朝
無
限
風
輪
動
、
吹
綻
三
千
世
界
花
」
の
句
を
見
出

せ
る
。
『菅
家
文
集
』
「㎜
路
次
見
芭
蕉
」
に
も

「三
千
世

界
空
如
是
、
所
以
停
鞭
泣
馬
頭
」
の
句
が
見
え
る
。
類
似

表
現
の
作
品
と
し
て
同
じ
く

『菅
家
文
集
』
「m
夢
阿
満
」

に

「到
庭
須
弥
迷
百
億
、
生
時
世
界
暗
三
千
」
の
句
が
見

え

る

。

○

玄
鑑

…
玄

妙
な

鏡
。

人

の
心

を
言

う
。
『
漢

語
大

詞
典
』
に

は

「
猶
明
鏡

、

喩

高

明
的

見
解

」
と

説
明

し
、

『
潅

南

子
』

「脩
務

訓
」

の

「
誠

得

清

明
之

士
、

執
玄

鑑
於

心
。

照

物
明

白
、

不
為

古
今

易
意

、

高

誘

注

、
刻

、

水

也
、
釧

、
鏡

也
」

の
記

事

を

載

せ

る
。
『
白

氏

文

集

』

「意

孫

蒸

贈

陸

士
龍

」

詩

に

「
明

明
大

象

、
玄

鑑

照

微

」

の
句

が

見
え

る
。
『
菅

家

文
集

』

「
98
有

所
思

」

に

「
明
神

若

不
葱

玄

鑑
、

無

事

何
久

被

虚

詞
」

の
句

が

見
え

る
。

『
日
本

漢

詩

人

選
集

-

菅

原
道

真
』

で
は

「す

べ

て
を
映

し
出
す

玄

妙

な
鏡

。

こ
こ
は
あ

ら

ゆ

る
も

の
を

見
通
す

こ
と
が

出
来

る
天

の
力

を

言

う
。

〈
廻
玄

鑑
〉

は
、

そ

の
よ

う
な

洞

・察
力

を
発

揮

す

る

こ
と
。
」

と

の
説
明

が
あ

る
。

（
一
七

五
頁

）

○
霧
:
…
は
れ
る
こ
と
。

畢

開
國
關
圏

参
照

○

西

行

…

西

方

に

行

く
。

『
菅

家

後

集

』

「
姻
詠

樂

天
北

窓

三
友

詩

」

「東

行

西
行

雲
砂

紗
、

二
月

三
月

日
遅
」

の
句

が

見
え

る
。

に

○
左

遷

…
官
位

を

降

し
お

と
す
。

官

を
卑

し

く
し

て
遠

地

に
流
す
。

既
調

。

左
降

。

『
潅
南

子
』

「膠

称

訓
」

に

「故

人
左

遷
、

則
失
其

所
尊

也
。
」

の
記
事

が

見
え

る
。

又
、

『
漢

書

』

「
周

昌
傅

」

に

「
吾

極
知

其

左
遷

〔注

〕
師

古

日
、

是
時

尊
右

而
卑

左

、
故

謂
既
秩

一
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位
、
爲
左

遷
」

の
記

事
が

見
え

る
。
『
漢

語
大

詞
典

』
で
は

「降

官
、

既

聰
」
と

説

明

し
、

「柳

完

元

.
送

李

滑
赴

京

師

序

」

の

「過

洞

庭
、

上
湘

江
、
非

有

罪

左

遷
者

牢
至

」
を

引

く
。

「李

白

.
自
漢

陽
病
酒

蹄
寄

王
明

府
」

に

も

「
去
歳
左

遷
夜

朗
道

、

琉
璃

硯

水

長
枯

槁

」

の
句

が
見

え

る
。

『
白

氏

文
集

』

に

も
散

見
す

る
話
。

例
え

ば

「馬
上

作
」

の

「何

言
左
遷

去
、

尚

獲
専

城
居

」
な

ど
が

そ
れ

で
あ

る
。

團
◎

一
句
目

「莫
獲
桂
香
半
且
圓
」
の
出
典
考

『
初
学

記
』

の

「
月
」

の
項

の
次

の

一
文

に
拠

る

と
考
え

る
。

▼
月
第

三

〔事

封
〕

観
糞

視
桂

抱

朴

子
日
、
昔

帝
軒

候

鳳
鳴

以
調
律

、
唐

発
観

莫
葵

以
知

月

、
帝

王
世
紀

云
、
尭

時
有

草
爽

階
而

生
、

毎

月
朔

日
生

一
萸
、

至

月
半

則

生
十

五
葵
、

至
十

六

日
後
、

日
落

一
萸

、

至
月
晦

而
蓋

、
若

月

小

絵

一
葵
、

王
者

以
是
占

歴
、
磨

和

而
生

、

以
爲

尭

瑞
、

名

之
莫

黄

、

一
名
歴
萸

、

一
名
仙

茄
、
虞

喜

安

天
論

日
、
俗

傅

月
中
仙

人

桂

樹
、

今
視
其

初
生

、

見
仙

人
之

足
、
漸

已
成

形
、

桂
樹

後

生
。

（『
初
学

記
』

鼎

文
書

局
版

八
頁
）

◎
三
句
目

「天
廻
玄
鑑
將
霧
」
の
表
現
の
意
図
す
る
も
の
に
つ
い
て
の
考

察三
句
目

「天

玄
鑑
を
廻
ら
し
て

雲
將
に
霧
れ
ん
と
す
」
は
、
月
に

か
か
っ
て
い
た
雲
が
、
今
消
え
去
ろ
う
と
し
、
月
本
来
の
明
る
い
光
を
取

り
戻
し
つ
つ
あ
る
景
を
詠
ん
で
い
る
。
こ
れ
は
前
詩

「枷
問
秋
月
」
の
四

句

「浮
雲
に
掩
は
れ
て

西
に
向
か
ひ
て
流
る
る
を
」
を
受
け
て
の
答
え

に
な
っ
て
い
る
の
は
自
明
だ
が
、
こ
こ
で
留
意
し
た
い
の
は
、
こ
の
三
句

目
の

「天
廻
玄
鑑
」
の
四
文
字
で
あ
る
。
こ
の
語
句
の
意
味
に
つ
い
て
は

■
團
―嗣
囹

で
触
れ
た
所
で
重
複
は
避
け
る
が
、
道
真
が
敢
え
て

「雲
が
消

え
て
月
光
を
照
ら
し
出
す
状
況
」
を
描
く
の
に
、
「天
が
、
玄
鑑
を
廻
ら

し
た
結
果
だ
」
と
説
明
す
る
意
図
は
、
「㎜
問
秋
月
」
の
四
句
目

「浮
雲
」

の

團
国
閑
㎜圏

で
言
及
し
た

「浮
雲
」
の
二
義
的
な
意

「俵
好

の
徒
」
を
天

が
公
正
な
見
識
で
さ
ば
い
た
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
あ
る
と
考

え
る
。

つ
ま
り
こ
の
詩
の
詠
作
さ
れ
た
の
が
、
道
真
の
亡
く
な
る
前
年
の
秋
と

考
え
る
な
ら
ば
、
道
真
自
身
の
今
の
現
況
か
ら
し
て
京
に
戻
れ
る
望
み
は
、

絶
望
的
と
な
り
つ
つ
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
、
諦
念
と
仏
教

へ
の
傾
倒
が
目

立

っ
て
来
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
作
品
が
増
え
て
い
る
流
れ
の
中
で
こ
の
詩

句
の
意
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
道
真
に
と
つ
て
ど
う
し
て
も
訴
え

て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
は
、
「自
分
は
無
実
で
あ
る
」
「自
分
の
身

は
潔
白
で
あ
る
」
「自
分
は
冤
罪
で
こ
の
太
宰
府
に
放
逐
さ
れ
た
の
だ
」

と
い
う
事
実
に
他
な
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
を
万
人
に
訴
え
ず
に
は
や
す
や
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す
と
命

を
落

と

せ
ぬ
と

い
う
気

概

が
、

こ

の
詩

句

に

は
こ
め

ら
れ

て

い
る

と
見
た

い
。

「浮
雲

」

が
消

え

去

り

「
月
光
]

が

戻

る
と

い
う

の
は
、

明
晰

な

天

子

の
判

に
よ

り
、
道
真

自
身

を
太

宰
府

の
地

に
追

い
や

っ
た
邪

悪
な
輩

が
排

斥

さ
れ

、
国

の
政

が
正

し
き

に
戻

る
と

い
う

こ
と
。

そ

し

て
道

真

の
最

大

の
願

い
で
あ

る

「自

分
自

身

の
無
実

が
証

さ
れ

る
」

と

い
う
事

態
が

必

ず

や

訪
れ

る
、

い
や

訪
れ

な
け

れ
ば
な

ら
な

い
と

い
う
強

い
思

い
を

「月

」

に
託

し
て
詠

い
あ
げ

て

い
る
と
考

え
た

い
。

だ

か

ら

こ
そ
四

句

目

「唯

是

れ
西

に
行

く

の
み

左

遷

に
あ
ら
ず

」
と

「左

遷

で

は
な

い
」
と

「月

」

に
断
言

さ

せ

て
い
る

の
で

は
な

い
か
。

◎

「頒
代
月
答
」
全
般
に
つ
い
て
の
解
釈
考

▼
表
現
技
法
の
視
点
か
ら
藤
原
克
己
氏
は

『菅
原
道
真
と
平
安
朝
漢
文

学
』
の
中
で
次
の
よ
う
に
言
及
さ
れ
て
い
る
。

五

『菅
家
後
集
』
の
表
現
世
界

道
真

の
詩
に
お
け
る
比
喩
表
現
を
考
え
る
う
え
で
、
ど
う
し
て
も
看

過
し
え
な
い
も
の
に

仮
に

"比
喩
興
的
寓
意
感
托
表
現
"
と
で
も

名
づ
け
て
お
き
た
い
よ
う
な
性
質
の
も
の
が
あ
る
。
（中
略
）
風
騒
、

す
な
わ
ち

『毛
詩
』
や

『楚
辞
』
に
お
い
て
も
美
刺
調
諌
の
機
能
を

果
た
し
て
い
た
比
喩
興
的
寓
意
感
托
表
現

（中
略
）
道
真
も

「比
興
」

と
い
う
言
葉
は
用
い
て
い
な
い
も
の
の
、
か
の
「未
旦
求
衣
賦
」
（『文

草

』

巻

七

・
五

一
六
）

の
序

で
、

詩

賦
は

一
文

一
字

も
現

実
を

逃
避

し
た

閑

文
字

で
あ

っ
て
は
な

ら
な

い
。

た

と
え
ば

「
寒
霜

晩
菊

」

と

い

っ
た

風
物
を

詠

む
に

し

て
も
、

そ

れ
に
托

し

て
風

霜

に
耐
え

る
貞

節

の
志

を
述

べ
る

と

い

っ
た

も

の

で
な
く

て
は

な
ら

な

い
、

と
言

い
、

実
際

に

そ

の
よ
う

に
草

木
鳥

虫

に
寓
意

感
托

し
た
詩

を
、

少

な
か

ら

ず
詠

作

し

て

い
る

の
で
あ

る
。

（
「
皿

菅

原

道
真

の
詩
と

思
想

」

二

八
八

頁
）

そ

の
例

示

と

し
て

「
㎜
問

秋

月
」

と

「
団
代

月
答

」

を
挙
げ

て

い
る
論

述

に
筆
者

も

同
感

で
あ

る
。
道

真

の
緊
迫

し
た

心
情

を

「月

」

に
仮

託
し

て
詠

い
あ

げ

て

い
る

こ
と

の
考

察

は
先

に
記

し
た
通

り

で
あ

る
。

▼
川

口
久

雄

氏

は
、

日
本
古

典
文

学

大
系

『
菅
家

文

章

・
菅
家

後

集
』

の

頭
注

で
次

の
よ
う

に
言

及
さ

れ

て

い
る
。

無

実

を
天
道

に
訴
え

て

い
る
。

流

講

・
左
遷

は
私

に

は

い
わ
れ

の
な

い

こ
と

だ
と

い
う

こ
と

を

月
に

託

し

て
叫

び
あ

げ

て

い
る
。

（五

二
三

）
頁

▼
小
島
憲
之

・
山
本
登
朗
氏
は

『
日
本
漢
詩
人
選
集
-

菅
原
道
真
』
の

中
で
次
の
よ
う
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

さ
ま
ざ
ま
に
形
を
変
え
る
中
で

一
貫
し
た
姿
勢
を
貫
い
て
い
る
に
も
か

お
お

ざ
ん

か
わ
ら
ず
、
雲
に
覆
わ
れ
て
西
に
流
れ
て
い
る
雲
の
あ
り
さ
ま
は
、
読

げ
ん言

に
よ
っ
て
西
方
の
太
宰
府
に
左
遷

・
流
罪
と
な
っ
た
道
真
の
運
命
と

よ
く
似
て
い
る
。
だ
か
ら
こ
そ
作
者
は
、
月
に
呼
び
か
け
、
そ
の
理
由
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を

た
ず

ね

よ
う

と

す

る
。

（中
略
）
.
作
者

は
、

月

の
姿

に
自

分

を

重

ね

合
わ

せ

な
が
ら

、

天
を

ゆ
く
雲

と
地
上

の
自

分

の
運
命

の
根

本

的
な

違

い
を

確

認
し

て
自

問

自
答

の
作

を
と
じ

る
。
道

真

は

は
た

し

て
、
自

分

に

対

し

て

も

「玄

鑑

」
が

め

ぐ

ら
さ

れ

、
覆

っ
て

い
る

雲

も

や

が

て

は
「霧

」

れ
る
と
確

信

し

て

い
た

の
か
ど
う

か
。

詩

作

は
、

こ
れ

以
上

の

こ
と

を
語

っ
て
は
く

れ
な

い
。

（
一
七

三
～

一
七

五
頁
）

筆
者

は
、

こ

の
詩

を

『
菅
家

後
集
』

の

一
連

の
詩
作

品

の
中

で
再

度
吟

味
す

る

必
要
が

あ

る
と
考

え

る
。

こ
の
作

品

の
直

前

の
詩

は

「
鵬
燈

滅

二

絶

～

=

「
鵬
燈

滅

二
絶

～

二
」

の
連
作

で
あ

る
。

こ

の
二
作

に

つ
い

て

は
筆
者

は
既

に
試

読

し

た
も

の
を

公
に

し

た
。

3̂
）
そ

の
内

の
、

二
首

目

「
㎜
燈
滅

二
絶

～

二
」

を
再
度

取
り
上
げ

て
み

る
。

な
げ
う

「秋
天
未
だ
雲
あ
ら
ず
、
地
に
螢
無
し
/
燈
滅
し
て
書
を
榔
て
ぱ
、
涙

お

暗

に
零

つ
/
遷

客

の
悲
愁

、
陰
夜

に
倍
す

/

冥
冥

の
理

冥
冥

に
訴

へ
ん

と
欲

す
」

と
詠

む
。

と

り
わ
け

こ

の
詩

の
三

・
四
句

目

「遷

客

の
悲
愁

、

陰
夜
に
倍
す
/
冥
冥
の
理

冥
冥
に
訴

へ
ん
と
欲
す
」
の
表
現
内
容
に
注

目
し
た

い
。
「左
遷
の
憂
き
身
の
悲
し
み
は

（灯
明
も
消
え
）
月
も
出
て

い
な
い
暗
夜
に
は
、
と
り
わ
け
深
ま
る
も
の
で
あ
る
。
/
こ
の
胸
奥
に
わ

だ
か
ま

っ
た
ま
ま
誰
に
も
話
せ
な
い
事
の
真
実
は
、
は
る
か
な
る
天
に
解

き
明
か
し
て
も
ら
い
た
い
と
切
に
願
う
ば
か
り
だ
。
」と
心
情
を
吐
露
す
る

道
真
が
、
時
移
り
、
満
月
の
月
に
対
し

「狙
代
月
答
」
の
三

帳
四
句
目
で

「天
ば
鏡

の
よ
う
に
優
れ
た
見
識
を
駆
使
し
た
結
果
、
私
を
お
お
っ
て
い

た
雲
は
今
ま
さ
に
消
え
去
ろ
う
と
し
て
い
る
/
私
は
た
だ
西
に
向
か
お
う

と

し

て
い
る

の
で
あ

っ
て
、

左
遷

さ

れ

て
そ
う

し

て

い
る

の
で

は
な

い

の

だ
」

と
詠

む

心
情

の
流

れ
を

考
え

れ

ば
、

そ

こ
に
自

と
道

真

の
真

意
が

見

え

て
気

は
し

ま

い
か
。

つ
ま

り
、

今

の
道

真

の
願

い
は

「
左

遷

で

は
な

い
」

「無

実

で
あ

る
」

こ
と

の
証

が

公
に
さ

れ

る
事
、

そ

の

一
点

に

尽
き

る

の
で
あ

る
。

そ
し

て

冤
罪

が
晴

れ
た

後

に
京

に
戻

れ

る
か
も

し
れ
な

い
と

い
う

期
待

感

は
、

こ

の
期

に
及

ん
だ
道

真

に

と

っ
て
副

次
的

な

も

の
で

し
か
な

か

っ
た

よ
う

に

思

え

る
。

そ
れ

を

証
明

出
来

る

の
は
、

と

り
も

な

お
さ
ず

天

子
、

つ
ま

り

「
天
皇

の
明
晰

な

る
判
断

」

に
全

て
が

掛

か

っ
て
い
る
事

を

訴
え

た

い
が
為

に
、

そ
れ

を
直

接

的

に

語
句

に
摂

り

入
れ

る

こ

と

の
は
ば

か

り

か

ら
、

「
月
」

に
仮
託

す

る
形

で
自

分

の
心
情

を

表
明

し

て

い
る
も

の
と
考

え

る
。

「月

」

と

「自

分

（道
真

自
身

）
」

の
対
比

で
は
な

く
、

「月
」

そ

の
も

の
に

「自

分

」
を

仮

託
し

て
詠

い
あ
げ

て

い
る
作

品
と

考
え

る
。

【

注
】（1）（2）（3）

拙稿拙稿

「菅

原
道
真
研
究1

『
菅
家
後
集』

全
注
釈
（
十）
」（「有明工業高等専門学校紀要」四十一

号）拙稿「菅原道真研究ー『菅家後集』全注釈（一）」（「国語国文学研究」第三十六号）熊本大学

国
語
国
文
学学

会「菅原道真研究―『菅家後集』全注釈（五）」（「国語国文学研究」第三十七号）熊本大学国語国文学学会
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【追
記

】

こ
の
稿
を
草
す

る
に
あ
た
り
、
木

下
文

理
氏
よ
り
多
大

の
御
助
力
を

い
た
だ

い
た
。
と

り
わ
け
。
■語
釈
、
『
白
氏
文
集
』

の
詩

語

の
検
索
な
ど
に

お
力
添
え
を
頂

い
た
事

に
感
謝

申
し
上
げ

る
。

又
、
台
湾

元
智

工
学

院
の
中
国
古
典
詩
詞
曲
文
研
究

の
た
め

の
サ
イ
ト

で
あ

る

「網
路

展
書
讃

（切

H
O

切
）
」
（耳
6
=＼
＼α
ω.巴
ヨ
ぎ
屯
Nβ
b
皆

●け≦
＼）

の

『
全
唐
詩
』

の
項
、
及
び

北
京
大
学
中
文
系

の
唐
代

以
前

の
詩
歌

の
総
合
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
で
あ
る

「全
唐
詩

全
文
検

索
系
統

（d
↓
閃
―

Q。
）
」
（ま
ε
=＼
＼
畠
三
e
ωe
も
ざ
.§
＼。

σq7
げ
ぎ
＼
け碧
σqま

影
運
.ex
e
）
を
詩

語
検
索

の
た
め

に
利
用

し
た
。

（や

き

や

ま

ひ

ろ

し
/

大

学

院

七

回

修

了

・
有

明

高

専

）
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